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※提案模型
←ワィワィワ広場

現在の玄関部分

大西さん（中央㊧）

公開プレゼンテーションの流れ

最終選考５者が、模型やイ
メージ図を使い、巨大な箱
型の本棚設置や、１・２階を
井戸状にスロープでつなぐな
ど、多彩なアイデアを発表。

公開プレゼンテーションの流れ

設計業務者選定委員会

古谷 誠章 委員長

昭和30年東京生まれ。
一級建築士。「小布施町
立図書館 まちとしょテ
ラソ」などで日本建築学
会作品選奨など、受賞
多数。現在、早稲田大
学大学院で教鞭を執る。

住
民
の
参
画
こ
そ
が

〝
ハ
コ
モ
ノ
〞を
変
え
る

　
「
財
政
再
建
や
ふ
る
さ
と
創
生

が
叫
ば
れ
る
社
会
の
中
で
、
新

た
に
作
り
出
す
公ハ

コ

モ

ノ

共
施
設
は
日

常
的
に
人
が
集
ま
る
場
所
で
な

け
れ
ば
必
要
と
さ
れ
ま
せ
ん
。

〝
建
て
ら
れ
た
施
設
〞を
行
政
が

一
方
通
行
で
提
供
す
る
の
で
は

な
く
、
住
民
主
体
の
原
則
に
立

ち
返
っ
て
、建
設
過
程
か
ら
利
用

者
で
あ
る
住
民
と〝
一
緒
に
生
み

出
す
〞こ
と
が
大
切
で
す
」と
公

開
審
査
の
意
義
を
語
っ
た
古
谷

委
員
長
。「
住
民
が〝
か
か
わ
る
〞

こ
と
が
重
要
で
、
手
が
加
わ
る

か
ら
こ
そ
愛
着
が
湧
き
、
血
が

通
い
、
自
然
と
人
が
集
ま
る
施

設
に
な
る
は
ず
。
今
回
の
公
開

審
査
会
は
そ
の
き
っ
か
け
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。
今
後
、
具
体
的
な

建
設
に
向
け
て
住
民
参
加
型
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
き
、

み
な
さ
ん
を〝
巻
き
込
む
〞取
り

組
み
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
中
の
施
設
完
成
へ

向
け
た
取
り
組
み
に
、
ぜ
ひ
の

ぞ
き
に
き
て
、
手
を
貸
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
今
回
選
出

し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
に
、
み
な

さ
ん
の
手
で
日
本
一
の
施
設
を
生

み
育
て
て
欲
し
い
で
す
ね
」
と

目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

全
国
か
ら
力
を
集
め

小
さ
な
町
に
新
風
を

　
「
本
の
貸
し
出
し
」だ
け
を
行

う
施
設
で
は
な
く
、
ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
と
な
る
よ
う
な
施
設
を

建
設
す
る
た
め
、
最
新
鋭
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
吸
収
し
よ
う
と
、
今
回
、

設
計
者
を
全
国
公
募
し
ま
し
た
。

ま
た
、
審
査
委
員
も
町
内
の
有

識
者
に
加
え
、
早
稲
田
大
学
大

学
院
教
授
の
古
谷
委
員
長
を
は

じ
め
、
北
九
州
空
港
の
連
絡
橋

を
手
が
け
た
松
岡
恭
子
さ
ん
や

町
の
図
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
も

あ
る
花
井
裕
一
郎
さ
ん
を
招
聘
。

福
智〝
な
ら
で
は
〞か
つ
福
智
を

全
国
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
、
小
さ
な
町

で
大
き
な
可
能
性
を
持
っ
た
施

設
の
誕
生
を
目
指
し
ま
し
た
。

新
た
な
拠
点
づ
く
り
の

パ
ー
ト
ナ
ー
が
決
定

　

福
智
町
図
書
館
・
歴
史
資
料

館
の
設
計
者
を
決
め
る
公
開
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
3
月
21
日

に
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
１
次
審
査
に
は
北
海
道

か
ら
鹿
児
島
ま
で
１
０
５
者
が

参
加
し
、
こ
の
日
、
最
終
選
考
に

残
っ
た
５
者
が
会
場
に
集
ま
っ
た

２
０
０
人
を
越
え
る
来
場
者
の

前
で
そ
れ
ぞ
れ
特
色
豊
か
な
提

案
を
発
表
。「
福
智
町
に
図
書
館

を
」と
い
う
思
い
か
ら
、
平
成
24

年
に
設
置
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
て

約
３
年
、
赤
池
支
所
の
改
修
設

計
者
が
選
定
さ
れ
、
つ
い
に
福
智

の
新
し
い
拠
点
を
共
に
築
く
パ
ー

ト
ナ
ー
が
決
定
し
ま
し
た
。

１.開場と共に多くの来場者が詰めかけた地域交流センター。２.審査会は
ロビーでもモニターに表示。３～５.会場には住民だけでなく、設計に携わ
る企業や学生の姿も見られ、立ち見がでるほど。ハイレベルな設計を吸収
しようとメモを取る姿も。６.提案を真剣に審査する審査委員会メンバー。

提案から若い設計者ならで
はの熱意を感じました。今
後施設を作っていくなかで、
私たち住民も関われる機会
があれば参加したいです。

石谷 光信 さん
福智町

●企画提案

建築を学んでいるので公
開提案に興味があり見に
来ました。発案者の本気
が伝わってくる、初めての
空気に刺激を受けました。

高瀬 舞 さん
添田町

どの提案にもまちづくりに
対する強い意思が感じられ
ました。家族でも楽しめるよ
うな施設が完成したら、ま
た福智町へ訪れたいです。

岡邑 和昭 さん
大分県大分市

智町のみなさん、はじめまして。図書館・
歴史資料館の設計に携わることになりま

した「o+h」の大西麻貴と申します。私たちはこの
まちで培われてきた豊かな自然や文化、産業を引
き継ぐ新たな出会いの場として、設計テーマを「ふ
くちのち」と定めました。「知恵や知識の拠点とし
ての智」「土地に根付く場所としての地」、二つの
“智”と“地”が交わる場を生み出すことで、住民が
一体となって未来に伝えていきたい「ふくちのち」
を考え、それを伝承できる場を生み出したいと考
えています。施設づくりの主役は利用者である町
民のみなさんです。私たちはそのパートナーとし
て、みなさんに喜んでいただける施設を設計しま
す。これからフィールドワークやワークショップを
たくさん行って、みなさんと苦労を共にし、感動を
分かち合っていければ、と考えていますので、ど
うぞよろしくお願いします。

ヒ
ト
×
本
×
情
報

玲ちゃん
和くん

外観や導線、書棚の配置と
いった具体的な説明や、中高
年・子連れへの配慮まで、委
員からそれぞれ専門的な立場
での幅広い質問が飛びました。

●質疑応答

各者のアイデアを具現化した
模型は、椅子や本など細部ま
でこだわった圧巻の造形。提
案後公開された模型の前に来
場者が長蛇の列を作りました。

●模型公開

設計者による熱意の込もった
提案を受け、審査委員会での
最終審査もヒートアップ。約
２時間におよぶ審議を行った
結果、ついに最終選考を選出。

●最終審査

施設愛称

「ふくちのち」
“智”と“地”をつなぐところ

一級建築士事務所

大西麻貴＋百田有希  ／o+h
with原田祐馬&多田智美

福

大西麻貴＋百田有希  ／o+h

ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
を
生
み
育
て
よ
う
！

ふくちの

図書館
歴史資料館

連載特集

vol.1

今回の
注目パーソン

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
編

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て
、「
図
書
館
・
歴
史
資
料
館
」の
設
計
者
が
つ
い
に
決
定
し
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

拠
点
の
誕
生
へ
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
福
智
町
。こ
こ
で
は
、そ
の
審
査
の
様
子
と
選
出
さ
れ
た
提
案
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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